
 

 

 

 

 

 

第５３回 

○場 所：ふれあいサロン 

○時 期：令和３年３月２４日 19：00～2１：00 

○参加者：委員４名 一般 3名 行政 5名  

○新型コロナ対策を実施して開催しました。（マスク、手消毒、体温チェック、常時換気） 

 

第１ 村長あいさつ 

   3 月は年度末ですので、令和 3 年度の取組みについて本日は確認します。

来年度は第６次総合計画作成を含め、東白川村にとって重要なステージ

と捉えています。移住者増に取り組みながら人口 2000 人維持を目指し

たいです。コロナ禍の影響もあり、財政が減少していくなか、いくつかの

ゼロ予算の取組みを計画しています。そのうちのひとつに、これからの自

治会の在り方、「移住者受入れ」、「役」、「施設」などについて「官民協働」

の視点、「暮らしやすい村づくり」の視点で、フリートークレベルから研

究していきます。また、ひきつづき移住定住施策も重点的にすすめていき

ます。そして、最重要施策は新型コロナ対策です。村民の安心安全に直結

する課題です。コロナ禍を受け、「交流」の重要性を再認識しています。

委員会活動の交流から新たな活動が生まれているからです。令和 3 年度

は工夫を行いながら、コロナ対策、「交流」に取り組んでいきましょう。 

 

第２ 令和 3 年度の活動について 

 １ 内容 

令和 3 年度の委員会の取組みについて、目的を再確認しながら意見交換

を行いました。 

東白川村 

美しい村づくり 

委員会 



 ２ 意見 

   ・事務局（樋口）は何がやりたいの？（房国さん） 

    → 個人的には「移住定住交流イベント」です。（樋口） 

   ・グリーンツーリズムの活動で黒川の情報を中心としたパンフレットが

まもなく完成します。制作には町民の方も関わっています。（川合さん） 

   ・村民 2 名、大多数が移住者という委員構成を考えると、目的に沿った

「成果」よりは、移住者をターゲットとした「交流」を重ねる活動が効

果的だと思う。また、村民は集落あるもの探しなど「地域づくり」への

興味は移住者と比べると薄いと思う。現在まで委員会の活動成果はほぼ

無いし、視察も「成果」を出すためではなく、「交流」で良しという事務

局姿勢だから、交流を続けていくことで良いのでは。（房国さん） 

   ・分科会活動など、委員会の活動から多くの成果があがっています。 

（村長） 

    → まあ、たしかに・・。（房国さん） 

   ・「成果」「実行」がないからと、委員会から離れていく方がいました。 

    委員会は「交流の場」、そういう場だと伝えていますが。（笹俣さん） 

   ・委員会の固い雰囲気には人は集まらない。「飲み会」だと人が集まるし、

交流の成果がでるのでは。（房国さん） 

   ・ふりかえると、交流会や忘年会には人が集まっていた。（居石） 

   ・和良の地域づくり活動の拠点には、たくさんのお酒が置いてあり、飲み

会や宿泊も OK でした。民間施設・民間団体ですが。（樋口） 

   ・みんなで、空き家改修して、自由度の高い場所づくりなんかは。 

   ・瀬音公園の施設利用は。（村長） 

   ・4 月は「飲み会」にしよう！（房国さん） 

   ※飲み会リーダーは房国さん 

   ※岐阜県の新型コロナ対策の指針に従い開催の是非を判断します。 

（事務局が送迎） 

 



第３「集落あるもの探し」について 

  次回、「宮代」を４月に実施。案内役、日程を事務局で準備連絡。 

 

第４ 移住者サポートについて 

   村づくりにおいて、移住定住・移住者へのサポート（世話役）を官民協働

で活動する重要性を委員会で共有しており、「移住定住交流」は委員会に

おいて重要なミッションとして動き始めました。新型コロナ第３波対策と

して 1 月 31 日開催予定の交流イベントは中止となりました。 

１ 内容 

担当者（高野さん）より、令和 2 年度の移住定住施策の報告を行いまし

た。新制度１年 3 か月の成果は前制度（樋口担当）約 6 年分の成果を超

えました。 

※新制度は空き家の寄附を受け入れるなど、移住定住施策を総合的に取

組んでいます。 

 ２ 意見 

   ・すばらしい成果だと思います。以前の移住定住施策の説明では、移住者

モデル（子 2 人の 4 人家族）が設定されていましたが、そのあたりはど

うなっていますか？（房国さん） 

   → 寄附物件にて、村長決裁で移住者モデルに、より近い方にお渡しして

います。売却物件は先着順で対応しています。（高野） 

・村民は空き家バンクを利用できますか？ 

身内が村内の宅地など探すのに大変苦労しました。村民が「住まい」の

事情で村外に出てしまわないような対応が必要です。つちのこメンバ

ーズカードも外貨を稼ぐ施策と理解していますが、村民向けサービス

にも目を向けて欲しい。アレシュ（移住者）も村内に住まいがなく、村

外の物件を探している状況です。（房国さん） 

   → 村内賃貸者は「移住者」として空き家バンクを利用できます。（高野） 

   ・寄附物件情報の公開前に、村民や村営住宅の方に優先してお知らせする



のはどうか。（笹俣さん） 

   ・村営住宅は現在満室ですが、居住期間は 15 年までとなっています。 

    （村長） 

   ・延期していた移住交流イベント（空き家片付け）は、対象物件の片づけ

が終了したので、イベントは中止となりました。交流イベント開催の

許可が下り次第、新たな移住交流イベントを実施しますので、よろし

くお願いします。（高野） 

 

第５ 私の近況報告 

 １ 伴野さん（初参加） 

   ・村役場でフォレスタイル（住宅建築システム）を担当しています。 

   ・いろんな資格を取っています。（大型、狩猟、解体など） 

   ・山を取得したい。 

   ・いくつかのスポーツもやっています。特に柔道は「道場」を創って子ど

もに教えたい。 

 ２ 川合さん（黒川移住者） 

  ・5 月に黒川（白川町）へ移住しました。羽島市出身です。東京で多忙な

仕事生活が続き、体調を崩し、療養もかねて移住しました。黒川を選ん

だ理由のひとつは「地歌舞伎」です。東京で歌舞伎の活動をしていて地

歌舞伎に参加したいため選びました。黒川地歌舞伎はコロナで活動休止

中のため参加できていませんが。自分で企画運営できる落語の活動を始

めました。地域の方に教えて公演できることを目指しています。 

 ３ 稲富さん 

   ・窯（窯業）づくりに取り組みたいが、農地転用待ちなので、「みのりの

郷」（第３セクター農業サポート事業）で働くこととなりました。 

   ・窯業用で使う薪を安く手に入れるには？ 

   → うちの山からもっていっていいよ。（房国さん） 

   ※移住者の要望が実現！！！ 



 ４ 早勢さん 

   ・美しい村連合に提案した企画は、連合事務局からの返答待ちです。 

「つちのこせんべい」と名称・パッケージ変更をおこない、間もなく販

売されます。 

   ・東京でほうじ茶ラテを飲み、とても美味しく、村の道の駅とほうじ茶シ

ロップ商品化に取り組んでいます。 

５ 房国さん 

   ・山レンタル事業（forenta）が拡大し、おおよそ 60 区画となります。

レンタル使用者につちのこ商品券を配布し地域内消費を喚起していき

ます。また、ふるさと企画（３セク）と連携し自転車レンタルを始める

予定です。 

・ぎふ清流プラザで東白川村地歌舞伎公演を行い大盛況でした！その様

子がユーチューブ配信されています。 

・3 月 26 日 18 時から FM らら「こりゃほんね！ラジオ」が生放送され

ます。みなさんからのメッセージをまってます。 

 ５ 小林さん 

   ・3 月 27 日に村内で「タネの交換会」というイベントを開催します。出

店数は 24 にもなり、ライブや体験イベントも行います。みなさんぜひ

いらしてください。 

  

【次 回】 ４月２７日（火） １８時~  場所：未定 

      移住者交流会（仮） 

 

 

 

 

 

 



 

 



 


